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６
月
の
梅
雨
明
け

に
驚
き
。
夏
の

異
常
な
暑
さ
を
覚

悟
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
熱
中
症
ア

ラ
ー
ト
の
多
発
に

皆
さ
ん
の
体
調
は

大
丈
夫
か
？
▼
６
月
か
ら
労
働

安
全
衛
生
規
則
の
改
正
で
、
仕

事
中
の
熱
中
症
対
策
を
講
じ
な

い
使
用
者
に
は
罰
則
規
定
が
設

け
ら
れ
た
。
そ
の
お
か
げ
か
、

こ
の
夏
か
ら
私
の
職
場
で
も
現

場
に
出
る
こ
と
の
多
い
技
術
職

に
、
空
調
服
が
貸
与
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
▼
も
う
一
つ
熱
い

の
は
20
日
投
開
票
の
参
議
院
選

挙
。
６
年
間
の
政
治
を
委
ね
る

に
値
す
る
人
を
選
ぶ
。
兵
庫
選

挙
区
は
定
数
の
４
倍
以
上
の
13

人
の
立
候
補
で
あ
る
。
表
現
の

自
由
が
あ
る
と
は
い
え
、
国
政

を
任
せ
る
選
挙
の
選
挙
演
説
で

差
別
的
発
言
や
暴
言
を
吐
く
候

補
者
が
い
る
の
は
残
念
だ
▼
私

た
ち
は
生
活
者
＋
働
く
立
場
の

視
点
で
、
し
っ
か
り
と
議
員
を

選
ぼ
う
。
一
番
ダ
メ
な
の
は
投

票
棄
権
（
危
険
）
で
、
白
紙
委

任
状
を
出
す
よ
う
な
も
の
だ
。

そ
し
て
２
枚
目
の
比
例
区
は
、

応
援
す
る
個
人
の
名
前
で
投
票

し
よ
う　
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20日　参議院選挙投開票日
23日　人勧期中央行動（東京）
８月
１～２日　県本部現業評議会総会・各部会集会

（いこいの村はりま）
２日　県本部衛生医療評議会定期総会

（ひょうご共済会館）

当面の日程

いつかは乗り越える！

大  植　賢（豊岡市職労）

　

今
年
の
春
闘
で
は
連
合
に
結

集
す
る
労
働
組
合
が
、
昨
年
に

引
き
続
き
平
均
５
％
以
上
の
賃

上
げ
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
民
間
企
業
の
実
態
か
ら
、

８
月
に
は
人
事
院
の
給
与
勧
告

が
出
さ
れ
ま
す
。

　

民
間
企
業
が
若
手
重
視
の

賃
金
改
善
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
間
、
人
事
院
は
さ
ら

に
若
年
層
を
優
先
し
た
改
定
を

行
っ
た
こ
と
で
、
中
高
年
層
の

賃
金
が
抑
制
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
若
手
職
員
も
経
験

を
積
み
、
い
ず
れ
は
職
場
を
中

心
に
支
え
る
中
堅
職
員
と
な
り

ま
す
。
若
い
時
は
高
い
と
思
っ

た
賃
金
が
そ
れ
ほ
ど
上
が
ら
な

い
、
そ
ん
な
賃
金
体
系
と
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

人
員
の
確
保
が
厳
し
い
状
況

に
あ
る
公
務
職
場
に
お
け
る
賃

金
改
善
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

新
規
採
用
者
の
確
保
の
た
め
の

初
任
給
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、
早

期
退
職
を
防
ぐ
た
め
に
も
全
世

代
を
対
象
と
し
た
賃
金
改
善
が

必
要
で
す
。

　

民
間
企
業
の
大
幅
な
賃
金
引

き
上
げ
を
受
け
て
、
今
年
の
給

与
勧
告
も
昨
年
並
み
の
引
上
げ

改
定
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
世
代
間
で
ど
の
よ
う
な

配
分
が
な
さ
れ
る
の
か
注
視
が

必
要
で
す
。

　

８
月
に
人
事
院
勧
告
が
出
さ

れ
れ
ば
、
い
よ
い
よ
今
年
の
賃

金
闘
争
が
よ
り
具
体
的
な
取
り

組
み
段
階
に
進
み
ま
す
。
た
だ

単
に
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る

だ
け
で
は
、
人
員
不
足
の
解
消

に
つ
な
が
る
賃
金
改
善
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

各
単
組
は
11
月
の
賃
金
確
定

闘
争
に
向
け
て
、
組
合
員
の
声

を
集
め
、
人
勧
を
上
回
る
賃
金

改
善
に
つ
な
が
る
運
用
改
善
の

要
求
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
賃

金
確
定
闘
争
に
向
け
て
、
８
月

に
出
さ
れ
る
人
事
院
勧
告
の
課

題
へ
の
対
応
、
労
使
交
渉
の
必

要
性
や
当
局
（
首
長
）
に
向
き

合
う
基
本
姿
勢
な
ど
に
つ
い

て
、
よ
り
具
体
的
な
提
言
を
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
兵
庫
県
本
部
は
阪

神
大
震
災
か
ら
30
年
の
節
目
の

今
年
、「
大
規
模
自
然
災
害
に

対
応
で
き
る
人
員
確
保
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
も
組

合
員
が
安
心
・
安
全
に
働
け
る

職
場
環
境
の
整
備
や
賃
金
改
善

に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
ま
す
。

　

今
シ
リ
ー
ズ
も
、
今
夏
の
暑

さ
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
熱
い

想
い
を
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し

ま
す
。お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

県内各地から130人が参加
　

県
本
部
保
育
部
会
は
６
月
８

日
、
約
１
３
０
人
の
参
加
の
も

と
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
第

40
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
を

開
催
し
た
。

　

阪
本
和
秀
社
会
福
祉
評
議
長

は
「
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30

年
が
経
過
し
た
。
今
回
、
そ

の
節
目
に
過
去
か
ら
学
び
、
未

来
に
活
か
せ
る
保
育
施
設
の
災

害
対
応
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
健
康
で
働
き
続
け

る
た
め
の
職
場
環
境
に
つ
い

て
、
疑
問
に
思
う
こ
と
や
困
り

ご
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
他
市
町
の
事
例
を
参
考

に
、
今
よ
り
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

神
戸
の
絆
２
０
０
５
の
大
濱
義

弘
副
代
表
よ
り
「
大
震
災
か
ら

学
ぶ
」
と
題
し
、
阪
神
淡
路
大

震
災
当
時
の
状
況
と
そ
の
体
験

や
教
訓
か
ら
、
危
機
管
理
へ
の

対
応
、
そ
し
て
近
未
来
に
予
想

さ
れ
る
大
災
害
へ
の
備
え
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大
切

さ
、そ
し
て
最
大
の
課
題
は「
命

を
失
わ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
い

た
わ
り
あ
い
支
え
合
う
社
会
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
講
演
を
受
け
た
。

　

講
演
後
は
４
つ
の
分
科
会
が

開
催
さ
れ
た
。「
幼
・
保
・
こ
ど

も
園
職
場
交
流
会
」
で
は
、
各

地
域
の
働
き
方
や
市
町
ご
と
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
少
子
化
の
進
行
状

況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

行
っ
た
。「
保
育
施
設
に
お
け

る
災
害
対
応
」
で
は
、
地
震
・

津
波
・
火
災
・
不
審
者
の
侵
入
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
や
、
連
絡

体
制
の
確
認
な
ど
の
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
た
。「
正
規
・
非
正

規
の
職
場
改
善
」
で
は
、
誰
も

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
め

ざ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
状

況
を
交
流
し
た
。「
食
育
を
考

え
る
」
で
は
、
食
事
を
つ
く
る

側
・
食
べ
さ
せ
る
側
、
お
互
い

の
思
い
や
工
夫
を
出
し
合
い
、

災
害
時
の
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
と
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

　

県
本
部
は
第
２
１
８
回
中
央

委
員
会
を
６
月
24
日
に
ウ
ェ
ブ

で
開
催
し
、
組
織
強
化
や
人
員

確
保
、
さ
ら
に
は
直
前
に
迫
る

参
院
選
へ
の
対
応
を
議
論
し
た
。

　

冒
頭
、
山
下
忠
之
委
員
長
は

「
定
年
延
長
や
新
規
採
用
者
の

加
入
率
低
下
が
影
響
し
、
組
合

員
数
減
少
が
続
い
て
い
る
」
と

指
摘
。
各
単
組
の
状
況
に
応
じ

た
柔
軟
な
取
り
組
み
の
必
要
性

を
述
べ
た
。
ま
た
、
政
治
課
題

で
は
「
岸
ま
き
こ
は
現
場
の
課

題
を
国
会
で
代
弁
し
て
き
た
。

公
示
ま
で
わ
ず
か
だ
が
、
さ
ら

に
支
持
拡
大
を
」
と
訴
え
た
。

　

質
疑
で
は
、
尼
崎
嘱
託
労
組

の
坂
本
夏
海
中
央
委
員
が
夏
季

一
時
金
の
同
率
支
給
実
現
や
昇

給
停
止
撤
廃
へ
の
取
り
組
み
を

報
告
、
高
砂
市
職
の
吉
田
正
人

中
央
委
員
が
、
高
砂
市
民
病
院

の
現
状
や
、
組
合
財
政・役
員
不

足
の
深
刻
さ
に
つ
い
て
報
告
と

提
案
。
加
西
市
職
の
上
月
善
彦

中
央
委
員
は
「
民
間
経
験
者
の

初
任
給
に
お
け
る
前
歴
換
算
に

つ
い
て
、
ど
の
自
治
体
も
１
０

０
％
換
算
に
」
と
訴
え
た
。尾
西

亮
太
郎
県
本
部
書
記
長
は
「
病

院
経
営
の
厳
し
さ
は
全
国
的
課

題
。
岸
さ
ん
と
診
療
報
酬
引
き

上
げ
を
国
に
求
め
る
」
と
強
調
。

組
織
課
題
で
は
、
役
員
を
育
て

る
こ
と
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と

労
使
関
係
に
重
要
と
述
べ
た
。 県本部会議室の様子

県本部中央委員会

組織内国会議員の重要性を共有
はじめてのウェブ開催で議論

保育を考えるつどい

い
の
ち
を
守
る
保
育
と
は

職
場
環
境
と
災
害
対
応
を
見
つ
め
直
す

1 人勧を上回る賃金改善へ
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優勝した宍粟市職労

　

県
本
部
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
６
月
14
日
、
丹
波
篠
山

市
内
で
開
催
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
県
職
労
西

播
支
部
・
宝
塚
市
職
労
・
宍
粟

市
職
労
・
丹
波
市
職
労
と
前
年

度
優
勝
の
豊
岡
病
院
労
組
、
開

催
地
の
丹
波
篠
山
市
職
労
の
７

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

　

１
回
戦
Ａ
コ
ー
ト
は
丹
波
と

県
職
が
対
戦
し
２
対
０
で
県
職

労
、
宝
塚
と
養
父
の
対
戦
は
２

対
０
で
宝
塚
が
勝
利
。
Ｂ
コ
ー

宍
粟
と
丹
波
篠
山
が
対
戦
し
、

丹
波
篠
山
が
第
１
セ
ッ
ト
を
先

取
す
る
も
、
宍
粟
は
第
２
、
第

３
セ
ッ
ト
を
獲
得
し
宍
粟
が
、

ま
た
、
第
２
試
合
は
神
戸
が
棄

権
し
た
た
め
、
不
戦
勝
で
豊
岡

病
院
が
勝
利
し
た
。

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
県
職
労

と
宝
塚
が
対
戦
。
両
チ
ー
ム
互

角
の
戦
い
で
、
第
３
セ
ッ
ト
ま

で
も
つ
れ
込
ん
だ
が
、
24
対
26

で
宝
塚
が
制
し
勝
利
。
第
２
試

合
は
宍
粟
と
豊
岡
病
院
が
対
戦
。

　

第
１
セ
ッ
ト
は
ラ
リ
ー
戦
を

宍
粟
が
制
し
、第
２
セ
ッ
ト
も
宍

粟
は
コ
ー
ト
を
広
く
使
っ
た
攻

撃
で
点
数
を
重
ね
て
勝
利
し
た
。

　

決
勝
戦
は
宝
塚
と
宍
粟
が
対

戦
。
第
１
セ
ッ
ト
か
ら
宍
粟

エ
ー
ス
大
前
の
強
烈
な
ア
タ
ッ

ク
が
随
所
に
決
ま
る
な
ど
、
終

始
安
定
し
た
プ
レ
ー
で
着
実
に

得
点
を
重
ね
、
第
１
セ
ッ
ト
は

宍
粟
が
勝
利
。
第
２
セ
ッ
ト
も

宍
粟
の
攻
防
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
た
プ
レ
ー
を
前
に
、
宝
塚
は

ミ
ス
も
重
な
り
、
宍
粟
が
勝
利

し
、
２
年
ぶ
り
の
４
回
目
の
優

勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

熱戦となった決勝

熱中症対策や災害対応について意見交換
　

県
本
部
は
６
月
13
日
、
神
戸

市
内
で
「
２
０
２
５
労
働
安
全

衛
生
集
会
」
を
開
催
し
、
県
内

の
各
単
組
か
ら
32
人
が
参
加
し

た
。

　

集
会
冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
小
原
王
之
県
本
部

副
委
員
長
は
「
労
働
安
全
衛
生

は
組
合
に
と
っ
て
最
重
要
の
取

り
組
み
。特
に
近
年
の
猛
暑
は
、

従
来
の
常
識
が
通
用
せ
ず
、
熱

中
症
対
策
な
ど
新
た
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
労
働
組
合

と
し
て
、
使
用
者
に
責
任
を
果

た
さ
せ
る
べ
く
、
引
き
続
き
声

を
上
げ
て
い
こ
う
」と
述
べ
た
。

　

講
演
で
は
、
尾
西
亮
太
郎
県

本
部
書
記
長
が
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
30
年
～
災
害
に
強

い
自
治
体
の
取
り
組
み
～
」
と

題
し
、
歴
史
的
検
証
を
踏
ま
え

た
視
点
か
ら
、
労
働
組
合
や
自

治
体
の
役
割
の
重
要
性
を
解

説
。「
社
会
変
化
」「
世
代
交
代
」

「
教
訓
の
風
化
と
進
化
」と
い
っ

た
30
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

災
害
を
想
定
し
た
平
時
か
ら
の

備
え
と
し
て
、
人
員
の
確
保
や

退
職
職
員
の
活
用
な
ど
、
当
局

と
の
継
続
的
な
協
議
の
必
要
性

を
提
起
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
参
加
者
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、

熱
中
症
対
策
や
災
害
対
応
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
小
原
副
委
員
長
が

集
会
の
ま
と
め
と
し
て
「
災
害

時
の
職
員
対
応
や
労
働
条
件
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
良
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
日
頃
か

ら
交
渉
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
神
戸
市
が
導
入
し

た
夏
期
作
業
手
当
に
つ
い
て
、

他
自
治
体
や
全
国
で
も
制
度
化

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
誰
も

が
65
歳
ま
で
安
心
し
て
働
け
る

職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
各
単

組
で
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
お

願
い
す
る
」
と
呼
び
か
け
、
集

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

６
月
21
日
と
25
日
、
県
本
部

野
球
大
会
を
佐
用
町
の
上
月
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
進
ん

だ
県
職
労
西
播
支
部
・
神
戸
交

通
労
組
・
三
田
市
職
労
・
明
石
市

職
労
・
稲
美
町
職
・
丹
波
市
職

労
と
前
年
度
優
勝
の
宝
塚
市
職

労
、
開
催
地
の
佐
用
町
職
の
８

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。

　

上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
１
試
合

は
稲
美
と
三
田
が
対
戦
。
三
田

は
初
回
に
２
点
先
制
し
、
４
回

に
２
点
、
５
回
に
３
点
を
追
加

し
、
７
対
０
で
勝
利
。
第
２
試

合
は
丹
波
と
明
石
が
対
戦
。
３

回
に
丹
波
が
２
点
を
先
取
す
る

も
、
明
石
が
４
回
に
３
点
入
れ

逆
転
、
そ
の
後
両
チ
ー
ム
と
も

追
加
点
を
挙
げ
、
最
終
的
に
４

対
３
で
明
石
市
職
労
が
勝
利
。

　

南
光
グ
ラ
ウ
ン
ド
第
１
試
合
、

宝
塚
対
県
職
は
、
２
回
に
宝
塚

一
挙
に
５
点
を
取
り
、
７
対
２

で
勝
利
。
第
２
試
合
は
佐
用
対

神
戸
交
通
。
４
回
に
神
戸
交
通

が
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
４
点
を

先
取
し
、
最
終
は
５
対
１
で
神

戸
交
通
が
試
合
を
決
め
た
。

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
三
田
と

明
石
が
対
戦
。
無
得
点
の
ま
ま

迎
え
た
５
回
、
三
田
は
ス
リ
ー

ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
６
点

を
奪
取
。
そ
の
裏
、
明
石
も
３

点
を
返
し
、
両
チ
ー
ム
と
も
得

点
を
重
ね
、
10
対
６
で
三
田
が

勝
利
し
決
勝
戦
へ
勝
ち
進
ん
だ
。

準
決
勝
第
２
試
合
は
宝
塚
と
神

戸
交
通
が
対
戦
。
息
詰
ま
る
投

手
戦
が
展
開
さ
れ
た
が
、
５
回

裏
に
神
戸
交
通
が
２
点
を
先
取
、

宝
塚
の
反
撃
を
１
点
に
抑
え
、

神
戸
交
通
が
決
勝
へ
進
出
し
た
。

　

三
田
と
神
戸
交
通
の
決
勝

戦
、
三
田
は
ピ
ッ
チ
ン
グ
が
安

定
せ
ず
、
２
回
に
満
塁
の
ピ
ン

チ
を
迎
え
た
場
面
で
神
戸
交
通

の
打
線
が
つ
な
が
り
一
気
に
６

点
を
奪
わ
れ
る
。
三
田
も
１
点

を
返
し
た
が
、
６
回
に
神
戸
交

通
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
２
対
９
と

な
り
試
合
終
了
。
神
戸
交
通
が

２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
決
め
た
。 優勝した神戸交通神戸交通の攻撃

労働安全衛生集会

人
員
確
保
は
災
害
対
応
の
要

猛
暑
に
よ
る
新
た
な
対
応
も
重
点
課
題
に

県本部女子バレーボール大会

宍粟市職労が
４度目の優勝

県本部野球大会

攻守ともに安定した
神戸交通労組が優勝


